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「湘南市」構想に反対する藤沢市民の会・連絡（７）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２００３／４／３０）

　　　「湘南市」構想に反対する藤沢市民の会　　

　　　　　　　　　　　　　　　渡辺　博明　　〒251-0002　藤沢市大鋸　１－６－１１　

TEL　0466-27-9831　　　FAX　0466-27-9828　　

E-MAIL　watanabe-hiroaki@mtf.biglobe.ne.jp　　

ホームペイジ　http://www5d.biglobe.ne.jp/~hiro-nui/shonan/index.htm　　　
４月２７日の選挙の結果、湘南市構想の推進エンジンであった吉野平塚市長が合併反対を明確に唱える新人に破れ、茅ヶ崎も同じく批判的新人が大差で市長に当選した。藤沢市議選の結果を如何に評価するかは皆さん各自で良く考えてください。新聞社からも、又１０人以上の会員の方からも意見を求められたり、今後のことを含めての感想も寄せられています。以下、私の個人的感想です。あと２人位当選しても良かったように見えます。既成政党の弱体化が目立ち、自ら新陳代謝できない古い体質が曝露されてしまったように思われます。堅い地縁、組織をもとにした巧みな票割りも目立ちますが、幅広い市民派、、無党派の支持を受けて、特に意欲ある若手と女性の進出がめざましい。時代の流れでしょうか。私達の運動も結果として上位当選者の若手に集中的に３０００から５０００票ぐらい流れたものと考えます。今回、湘南市反対する［Ａ］グループに５５、０００票、［Ｂ］［Ｃ］に７３、０００票と分析できます。４３％（１６から１７は当選しても良い）は、明確に反対と意思表示していると考えるべきでしょう。｛反対Ａ｝は１０位までに５人、２０位までに１人、３０位までに２人、３８位までに６人、次点以下１１人の中に８名です。争点を明確にした一騎打ちの市長戦と地域性を色濃く残す市議選では違います。平塚でも市議選の結果は、必ずしも反対派多数ではありません。今回の結果を見ると、藤沢市でも、「湘南市」構想を焦点とした一騎打ちなら充分勝てると思われます。

いずれにせよ、湘南市構想は白紙に戻ることが確実になった。これは、間違いなく勝利です。改選時期の違いで湘南市構想を争点にすることを幸いに避けられた山本藤沢市長も平塚市長選で示された住民の意向や、藤沢市議選では選挙公報に「湘南市構想に反対と明記した候補者が第１，２，６位をしめたのを見て、これまで平塚の尻馬に乗って「構想」に独善的・秘密裏に推進してきた政治的責任と政治家としての見識の程度をどのように清算するのでしょうか。「前提が替わったから」とは如何にも無責任、無節操です。近々、市民向け、市議会向けに公式なコメントがあると思われます。これを受けて今まで沈黙をしてきた旧新政会も、公明党も見解を公式に発表するでしょうが、証文の出し遅れもいいところ、どんな内容か楽しみ。内心ほっとしているのかも知れない。市議会の動きに注目しましょう。

今後の会の進め方について議論するため、下記日程で運営委員会を開催します。

今回の選挙結果の総括を含めて活発な意見交換をしたい。

５／１０（土）に出席できない方の為、５／１１（日）も会場を用意しました。奮ってご参加下さい。平塚の市長選の劇的変

化は、予想できませんでした。来春の藤沢市長戦こそ、「湘南市問題」を争点にしての最後の決戦と認識し、今回の平塚市長選

と同じような市民派主導の草の根選挙を考えていましたから、少し拍子抜けの感、無きにしもあらずです。

当面、市長、市議会の動きを観察しながら、

住民合意なしの「湘南市（３市３町）」構想及びこの枠での合併協議会設置に反対し、市議会議員選挙立候補者にこの問題に対する賛否の明確な公約を求めるという基本線を見直し、「住民自治に沿った市民の市政への参加」等新しい目標を設定し直すことになります。

今後とも、会派の枠をこえ、幅広く、「あるべき藤沢市政」を議論できる市民仲間の輪を拡げてゆきたい。

今後の予定

1） 運営委員会会　５／１０（土曜日）――午後４時００分から６時３０分頃まで

５／１１（日曜日）――午後１時３０分から４時００分頃まで

　　　　　　　　　　　　今後の活動方針　

藤沢市民活動センター（自由参加大歓迎）

　　　　　　　　　　　　　　　ＪＲ藤沢駅北口線路沿い辻堂方向徒歩５分（小島ビル２階）電話５４－４５１０

事務連絡事項、

　　
１，会計状況（４／３０現在）――カンパお願いします。
収入　２７万７千　　支出（会場費、印刷、郵送費）２８万７千　　　

郵便口座開設　　００２９０－９－　　７４２３４　「湘南市」構想に反対する藤沢市民の会

２，今後の連絡体制。スピードと経費の点から、ＩＴを徹底的に活用したい。メイル可能な方、渡辺までメイル下さい。

　　現在、メイルで連絡できる人，約３２人です。これに対して郵送者１２０名です。
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